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対
策
、
地
域
防
災
や
地
域
活
性
化
等
が

叫
ば
れ
て
お
り
、
ど
の
候
補
も
似
た
り

寄
っ
た
り
で
、
余
り
変
ら
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。 

原
発
や
憲
法
問
題
を
前
面
に
出
し

て
い
た
の
は
共
産
党
の
候
補
と
小
林

候
補
位
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
は
、

そ
う
し
た
訴
え
は
大
き
く
票
に
は
結

び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。 

や
は
り
、
地
方
政
治
で
票
に
つ
な
が

り
や
す
い
の
は
地
縁
、
血
縁
が
中
心

で
、
町
内
会
や
地
域
、
同
窓
会
等
が
大

き
な
比
重
を
占
め
、
政
策
の
中
身
が
受

け
止
め
ら
れ
る
と
い
う
の
は
限
ら
れ

た
も
の
し
か
な
い
よ
う
に
思
え
る
。 

ま
た
、
今
回
の
選
挙
で
は
早
朝
、
夕

方
の
街
宣
が
共
産
党
を
除
く
会
派
で

自
粛
す
る
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。

 
 
 
 
 

 
 

〈
Ｈ
〉

 

 

今
回
初
め
て
選
挙
に
具
体
的
に
か
か

わ
り
、
驚
き
ま
し
た
。 

「
公
職
選
挙
法
」
で
す
。
選
挙
に
関
わ
る

前
は
、
公
職
選
挙
法
は
選
挙
の
公
平
の
た

め
、
候
補
者
に
利
権
に
よ
る
支
え
を
許
さ

な
い
た
め
に
違
反
者
を
摘
発
す
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
お
か
し

な
こ
と
ば
か 

り
な
の
で
す
。 

選
挙
期
間
で 

な
い
平
時
、 

議
員
が
街
頭
演
説
す
る
時
は
、
氏
名
を
書

い
た
タ
ス
キ
や
旗
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
使

用
し
て
は
な
ら
な
い
、
街
頭
演
説
を
し
て

い
る
人
が
誰
か
わ
か
る
よ
う
に
し
て
は

だ
め
な
の
で
す
。
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
の

ぼ
り
旗
に
し
た
も
の
す
ら
だ
め
と
の
こ

と
。
普
通
に
考
え
れ
ば
名
乗
り
も
せ
ず
演

説
す
る
方
が
失
礼
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か 

宮
沢
候
補
は
農
協
を
基
盤
と
す
る
磐
石
な
保
守
層

に
支
え
ら
れ
、
当
初
よ
り
ト
ッ
プ
当
選
が
予
想
さ
れ

て
い
た
。
古
長
谷
候
補
の
戦
略
は
、
保
守
系
自
民
の

票
を
ど
れ
だ
け
獲
得
で
き
る
か
、
そ
の
た
め
青
年
会

議
所
の
若
手
を
基
盤
に
、
前
市
長
の
人
脈
や
中
郷
地

区
の
支
持
を
取
り
付
け
も
る
の
で
あ
っ
た
。 

８
年
前
の
よ
う
に
浜
岡
原
発
の
訴
え
は
殆
ど
表
に

出
さ
す
、
地
域
の
活
性
化
、
地
域
防
災
を
中
心
に
訴

え
る
動
き
で
あ
っ
た
。
結
果
は
、
８
年
前
の
８
６
５

１
よ
り
票
を
増
や
し
た
も
の
の
当
選
に
は
及
ば
な
か

っ
た
。
一
方
、
遠
藤
候
補
は
前
回
の
１
０
５
７
６
票

か
ら
１
５
５
０
７
票
に
増
や
し
た
。
こ
れ
は
民
主
党

に
鞍
替
え
し
た
効
果
と
思
わ
れ
る
。 

 

市
議
選
で
は
農
協
を
基
盤
に
細
井
氏
の
後
継
と
し

 
の
と
見
ら
れ
、
県
議
選
で
、
古
長
谷
氏

を
支
援
し
た
唯
一
の
市
議
で
あ
っ
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

５
回
目
挑
戦
と
な
っ
た
土
屋
賢
一
候

補
は
豊
岡
市
長
の
協
力
で
、
当
選
の
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
結

果
は
前
回
よ
り
票
を
大
き
く
減
ら
し
、

今
回
も
お
よ
ば
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
共
産
党
の
服
部
候
補
は
当
選

し
た
が
、
下
山
候
補
と
合
わ
せ
る
と
３

０
１
７
で
、
前
回
の
共
産
党
の
全
得
票

数
３
４
８
９
票
か
ら
減
ら
し
て
い
る
。 

今
回
の
市
議
選
を
総
括
的
に
見
る

と
、
政
策
的
に
は
、
子
育
て
、
高
齢
化

対 持
者
や
応
援
し
て
く
れ
た
人
に
挨
拶
を

す
る
方
法
ま
で
法
律
で
制
限
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。 

公
職
選
挙
法
の
成
り
立
ち
は
政
治
参

加
の
制
限
と
国
民
の
管
理
、
政
治
家
の
既

得
権
を
守
る
側
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
知
り
愕
然
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
裏

づ
け
た
の
が

今
回
の
経
験

や
見
聞
だ
っ

た
の
で
す
。 

市
民
と
候
補
者
と
の
距
離
が
遠
け
れ

ば
遠
い
ほ
ど
投
票
に
行
く
気
は
な
く
な

り
ま
す
。
投
票
率
が
下
が
る
の
は
当
然
で

す
。 「

選
挙
に
行
こ
う
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

裏
に
私
た
ち
を
選
挙
に
参
加
さ
せ
な
い

意
図
も
隠
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
初
め
て

気
付
い
た
選
挙
で
し
た
。  

 

〈
Ｊ
〉

か
。
告
示
後
に
各
候
補
者
の
政
策
発
表
や

討
論
集
会
を
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
が

選
挙
違
反
と
な
り
開
催
で
き
ま
せ
ん
。
選

挙
カ
ー
で
が
な
り
た
て
る
の
は
Ｏ
Ｋ
な

の
に
、
戸
別
訪
問
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の

は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
な
の
か
…
。 

戸
別
訪
問
は
有
権
者
と
候
補
者
が
意 

    見
交
換
で
き
る
機
会
な
の
に
買
収
の
可

能
性
が
あ
る
か
ら
と
禁
止
し
な
い
で
ほ

し
い
で
す
。
当
選
後
も
当
選
の
お
礼
を
い

う
た
め
に
、
戸
別
訪
問
し
て
は
い
け
な

い
、
文
書
で
掲
示
し
て
は
い
け
な
い
、
当

選
祝
賀
会
や
集
会
を
開
催
し
て
は
い
け

な
い
、
な
ど
と
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
事

後
買
収
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
も
の
の
、
支

  
 

短
歌         

浅
野 

和
子 

卒
業
期
「
君
が
代
」
を
唱
う
あ
の
場
所
で
わ
た

し
は
い
つ
も
下
を
見
て
い
た 

 
    

      
 

（
思
え
ば
中
学
生
の
頃
か
ら
） 

 

風
に
揺
れ
詩
う
た
う
よ
う
な
文
字
を
持
つ
イ

ス
ラ
ム
の
地
に
春
は
遠
の
く 

 

ち
い
さ
な
景
ち
い
さ
く
描
い
て
日
が
暮
れ
る

菫
ほ
ど
の
人
で
あ
り
た
し 

 

（
漱
石
の
”
菫
ほ
ど
の
小
さ
き
人
に
生
ま
れ
た
し
”
を
思
い
な
が
ら
）

 

京
都
ま
で
が
長
く
て
淋
し
い
夜
だ
っ
た
「
新
聞

列
車
」
に
乗
っ
た
遠
い
日 

       

（
七
十
年
代
東
京
発
の
”
最
終
列
車
”）

  

【
投
稿
】 

投
票
率
は
低
下
の
一
方
、
そ
の
根
源
は
？ 

私
達
の
政
治
参
加
を
阻
む
公
職
選
挙
法 

三島選挙区、県議選・市議選結果 
      政策はそっちのけ、地縁・血縁が最優先か？  

２
０
１
５
年
の
統
一
地
方
選
が
終
わ
っ
た
。
今
年
の
県
議
選
、
市
議
選
を
振
り
返
る
と
、
年
々
、
投

票
率
が
２
、
３
％
ず
つ
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
県
議
選
で
は
前
回
、
４
６
・
３
％
か
ら

４
５
・
１
５
％
、
市
議
選
で
は
５
２
・
７
％
か
ら
４
９
・
８
７
％
へ
と
減
少
。
投
票
率
は
戦
後
一
貫
し

て
減
り
続
け
て
い
る
。
今
回
の
県
議
選
の
注
目
点
は
、
新
人
候
補
の
古
長
谷
氏
と
、
み
ん
な
の
党
か
ら

民
主
党
に
鞍
替
え
し
た
現
職
の
遠
藤
候
補
の
闘
い
で
あ
っ
た
。 

て
立
候
補
し
た
伊
丹
氏
が
３
１
５
５

票
で
ト
ッ
プ
当
選
。
そ
れ
に
続
き
芙
蓉

台
か
ら
碓
井
氏
の
後
継
と
し
て
出
た

大
石
氏
は
２
６
１
７
票
で
、
地
元
芙
蓉

台
や
市
職
Ｏ
Ｂ
な
ど
の
支
持
を
集
め

た
も
の
で
あ
っ
た
。 

今
回
の
選
挙
で
特
に
目
立
つ
の
が

土
屋
り
え
候
補
で
、
前
回
は
最
下
位
で

あ
っ
た
が
、
今
回
は
２
２
６
６
票
の
高

得
票
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
県
議
選
で
の

古
長
谷
票
が
大
量
に
流
れ
込
ん
だ
も

と 

４月２６日 三島選挙区 県議会選挙結果 

得票数 氏     名 年齢 党派 新旧
当 15,507 宮沢　正美 65 自民 現

当 14,141 遠藤　行洋 53 民主 現

10,143 古長谷　稔 43 無所属 新

４月２６日 三島市議会選挙結果 
得票数 氏  名 年齢 党派 新旧

当 3155 伊丹　雅治 38 無所属 新
当 2617 大石　一太郎 65 無所属 新
当 2588 石渡　光一 55 無所属 現
当 2496 川原　章寛 44 無所属 現
当 2266 土屋　利絵 42 無所属 現
当 2176 堀江　和雄 53 公明 現
当 2122 鈴木　文子 59 公明 現
当 2010 村田　耕一 55 公明 新
当 1899 佐野　淳祥 39 無所属 現
当 1826 野村　諒子 62 無所属 現
当 1774 弓場　重明 64 民主 現
当 1771 瀬川　元治 68 無所属 現
当 1621 中村　仁 46 無所属 現
当 1610 下山　一美 62 共産 現
当 1530 藤江　康儀 57 無所属 現
当 1497 服部　正平 54 共産 新
当 1406 岡田　美喜子 57 無所属 現
当 1367 土屋　俊博 66 無所属 現
当 1350 松田　吉嗣 59 無所属 現
当 1330 大房　正治 67 無所属 現
当 1313 杉沢　正人 59 無所属 新
当 996 佐藤　寛文 39 無所属 新

977 甲斐　幸博 59 無所属 元
780 沈　久美 48 無所属 新
765 小林　恵子 57 無所属 新
757 土屋　賢一 66 無所属 新

今
回
、
市
議
選
を
前
に
、
選
挙
公
報
や

告
示
後
の
遊
説
で
は
聞
け
な
い
候
補
者

の
基
本
的
な
考
え
を
知
り
た
い
と
の
思

い
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
し
て
そ

の
結
果
を
「
市
民
ひ
ろ
ば
号
外
」
に
載
せ

た
。
一
連
の
作
業
で
感
じ
た
の
は
、
候
補

者
の
中
に
は
選
挙
前
か
ら
市
民
の
声
な

ど
聞
か
ず
と
も
選
挙
に
勝
て
る
自
信
が

あ
る
人
が
少
な
か
ら
ず
い
る
と
い
う
こ

と
。
私
た
ち
の
一
票
は
関
係
な
い
と
い
う

人
た
ち
が
選
挙
を
勝
ち
抜
き
市
政
に
関

わ
っ
て
い
く
と
い
う
事
実
！ 

選
挙
を
私
た
ち
の
手
に
取
り
戻
す
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
。
こ
れ
か
ら
も

継
続
し
て
考
え
て
行
き
た
い
と
思
う
。 

(

市
議
会
と
と
も
に住
み
よ
い三
島
市
を
つ
く
る
会) 

議
員
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

見
え
る
も
の 

“市民ひろば”からのお願い 

資金サポートをお願いできませんか？ 
４年前、3.11「原発震災」が現実のものとなったとき、あ

なたと、あなたの周りの人たちはどういう行動をとったで
しょうか？ 
三島のある２家族の場合ですが、どちらも一番狼狽したの

は父親でした。1 人は「日本のどっち方面に逃げたらいい
の？」、もう一人は「孫の幼稚園が水筒を持たせることを許
可しないが避難させるべきか？」などと青くなって聞いて
きたのでした。その後、日が経つにつれ、脱原発の啓発イ
ベントに誘っても、家族から「やっとお父さんの恐怖心が
収まってきたところなので、そっとしておいてほしい」と
言われ、映画「朝日のあたる家」を 2 家族に誘いましたが
だれも来てもらえませんでした。（ひろば事務局Mさんの話） 
 彼らはおそらく財産を残すでしょう。多くの人たちが家
族のため、自分のためとせっせと貯蓄に励むのが世の常で
す。しかし浜岡で「原発震災」が起これば、ここ静岡でも
すべての財産を失いかねないことを福島は教えてくれまし
た。 
  
 今回”ひろば”立ち上げに物心両面から協力くださった
方々の思いは共通して「子や孫にお金を残すよりは、いつ
か自分がこの世を去る時、原発のない安心社会を残したい」
です。あなたは如何でしょうか？ 
これはご自分の財産を守ることにもつながります。 
  

今後3年間、サポーターとしてひろばを支えてください 
市民ひろば  代表 小野啓一 

 
年会費 １口 5,000円 

(期間限定：3年間 分割可 複数口歓迎) 
振込先：ゆうちょ口座／記号:12340番号: 51078941   
名 称：:市民ひろば 
      （他銀行からの振込 店番：238  普通預金 

 口座番号 : 5107894） 
 

４
月
26
日
夜
、
高

浜
、川
内
両
原
発
の
弁

護
団
と
し
て
中
心
的

に
活
躍
さ
れ
て
い
る

河
合
弁
護
士
を
こ
こ

市
民
ひ
ろ
ば
に
お
迎

え
し
た
。 

“
矢
部
宏
治
著『
日

本
は
な
ぜ
、
「
基
地
」

と
「
原
発
」
を
止
め
ら

れ
な
い
の
か
』
の
「
原

発
」
の
部
分
は
、
な
ぜ

ま
ち
が
っ
て
い
る
か
”

を
、日
米
原
子
力
協
定

条
文
を
基
に
解
説
さ

れ
た
。 

同
協
定
は
核
拡
散
防
止
の
た
め
に

核
物
質
（
ウ
ラ
ン
等
）
に
関
し
て
定

め
た
契
約
で
あ
る
、
日
本
に
原
発
を

や
れ
と
か
、
や
め
る
な
と
い
う
国
策

を
、
ア
メ
リ
カ
は
持
た
な
い
、
と
歯

切
れ
が
い
い
。 

 

直
前
の
22
日
に
は
、鹿
児
島
地
裁

が
、
九
州
電
力
川
内
原
発
１
、
２
号

機
に
対
す
る
運
転
（
再
稼
働
）
差
止

め
の
申
立
て
を
、「
規
制
委
員
会
は
合

理
的
」
と
い
う
福
井
地
裁
と
は
真
逆

の
理
由
で
却
下
し
た
。
真
二
つ
に
分

か
れ
た
司
法
判
断
の
も
と
、映
画「
日

本
と
原
発
」
を
ど
の
よ
う
に
し
て
広

げ
る
か
等
々
、参
加
者
50
人
と
じ
っ

く
り
意
見
交
換
し
た
。  

 
<

Ｒ>

4・26 河合弁護士講演会 in ひろば 
「市民ひろば」に参加しませんか? 

～3 月 15 日オープン～  
未来は私たちがつくる 

市民と市民がつながって、いろんなことを学びながら未来をつくりたい 
 

市民ひろばは市民による運営会議で企画・運営を行っています。 
各種講座、講演会、少人数のワークショップ、上映会、手作りカフェなど、市民が自
由に学びの場をつくります。あなたも会員になりませんか？ 
 
☆ 毎週土曜日午後１時半～｢日本と原発｣上映会 
☆ 開室は毎週月・水・土・日の 10 時～15 時 
注) 予定は変更になる場合があります。できればお電話で確かめてからお出かけ
ください。 
 
「ひろば 」には市民が持ち寄った貴重な本や資料があります。ひろばで読んでもい
いし、貸出しもしています。  
その他映画・DVD などの上映機器、会議スペース、ホッとひと息ダベリングスペー
スもあります。 
是非ご利用ください。 
 
現在ひろばを利用しているグループ 

市民新聞、映画「日本と原発」上映会班、便利や「お母さん」、パソコン教室、小学生の英
語ひろば、住みよい三島市をつくる会、原発震災を防ぐ風下の会 

☆ 市民新聞を配って頂けませんか？あなたの住まいのマンションやご近所に市民ひろば

新聞を配ってください。 

問い合わせ・連絡先「市民ひろば」三島市中央町３－３２小出ビル３F 

      電話：055-994-9211  
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   三島児童文学を語る会    

 ４１７回 ２０１５年 ５月 例会のお知らせ

今こそ「読み聞かせ」が大事！ 
講師 小嶋利信   事務局  佐藤磨智子  猪浦久美子  

間宮緑 山口当子  

連絡先  三島市中央町８－８山口 ９７１－３３４８   

           記 

日時   ５月１６日（土）   １３時３０分～１６時３０分 
     第３土曜日ですのでお気をつけて  
場所 三島市市民活動センター（通称本町タワー）４階第３会議室  
テキスト 「カチカチ山」  太宰治著  

     お伽草子（新潮文庫所収   ２６８ページ） 
        テキストはお手元にあるものをお持ちください。 

事務局 でもプリントを用意いたします…。                   

 パソコン教室生徒募集 
会場：三島市中央町 3-32 小出ビル 3F 
・パソコンは各自持ち込み（1 回 5 人まで） 
・費用は 1 人 1 時間 30 分で1000 円 
内容：ワード、エクセル、パワーポイント 

画像処理、各種ソフトの使い方、 
パソコンの分解修理 

連絡先：090-5009-3640（堀） 

 

労働相談（090-4216-8417） 
E-Mail：peace2h@hb.tp1.jp  
ひとりでも入れる地域の労働組合、 
三島ふれあいユニオン 
労使トラブルをあなたと一緒に解決します 
三島ふれあいユニオンは、静岡県内 6 つの地域ユ
ニオンで構成する 
ユニオンネットワークの一員で、おもに県 東部エリ
アで活動しています。 
解雇・雇い止め、賃金・残業未払い、有給休暇、パ
ワハラ・セクハラ等 
のトラブルを解決しています。 

職場のトラブル一人で悩まないで！ 
■ 映画「日本と原発」 

(監督：河合弘之弁護士 2時間 15分) 

参加費 700 円(できるだけ予約をお願いします) 

いずれも土曜日1 時半～4 時半(1 時開場) 

◎5 月の予定 9 日、16 日、23 日、30 日、 

◎6 月の予定 13 日、20 日、 

会場＆主催 市民ひろば 
問合先：FAX：055-976-2656／携帯：090-3432-5718 

Mail：ray-sea@nifty.com ／faabo541@ybb.ne.jp 

 この新聞に載せませんか？ 

広告募集中 
1 コマ（この広告のサイズ）2000 円 
５号までは特別料金で半額 

ご連絡をお待ちしています。 
 

市民ひろば編集委員会 
    電話：０５５－９９４－９２１１ 

Mail:faabo541@ybb.ne.jp 


